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三
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「
炉
ば
た
セ
イ
談
」
は
「
炉
ば
た
セ
イ
談
会
」（
入
来
武
家
屋
敷
茅
葺
門
邸
）
が
一
年
に
一
回
（
九
月
）
発
刊
す

る
機
関
誌
で
す
。 

「
炉
ば
た
セ
イ
談
会
」
は
作
家•

歴
史
家
で
あ
っ
た
故
入
来
院
貞
子
氏
（
一
九
三
三―

二
〇
一
一
）
が
所
属
す

る
鹿
児
島
ペ
ン
シ
ル
ク
ラ
ブ
で
平
成
十
三
年
に
提
唱
、
同
ク
ラ
ブ
代
表
の
相
星
雅
子
氏
ほ
か
数
名
の
会
員
が
こ
れ

に
賛
同
、
他
に
新
聞•

テ
レ
ビ
関
係
者
、
高
校
・
大
学
の
教
職
員
ほ
か
地
元
の
元
町
長
な
ど
が
加
わ
っ
て
い
た
だ

き
、
入
来
武
家
屋
敷
の
囲
炉
裏
辺
で
「
セ
イ
談
」
を
語
り
合
う
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

「
セ
イ
談
」
の
セ
イ
は
聖
、
清
、
正
か
ら
醒
、
政
、
性
ま
で
、
つ
ま
り
話
題
は
問
わ
ず
お
互
い
の
蒙
を
啓
こ
う

と
い
う
程
度
の
、
堅
苦
し
く
な
い
会
と
い
う
意
味
で
す
。 

会
は
当
初
武
家
屋
敷
の
一
軒
を
お
借
り
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
行
政
側
の
制
度
変
更
に
よ
り
借
家
制
度

が
廃
止
さ
れ
た
後
、
本
拠
を
茅
葺
門
邸
、
即
ち
入
来
院
重
朝
、
貞
子
ご
夫
妻
宅
に
移
し
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。
機
関
誌
「
炉
ば
た
セ
イ
談
」
は
入
来
院
貞
子
氏
が
編
集
長
と
な
り
平
成
十
七
年
秋
に
創
刊
、
第
六
号
ま
で
手

掛
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
貞
子
氏
が
同
二
十
三
年
に
急
逝
さ
れ
た
後
を
承
け
て
中
西
喜
彦
氏
（
鹿
児
島
大
学

農
学
部
名
誉
教
授
）
が
第
七
号
以
後
を
担
当
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

本
誌
の
内
容
は
創
刊
号
編
集
後
記
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
硬
軟
、
左
右
な
ん
で
も
あ
り
で
す
が
、
執
筆
者
に
は 

 

一
家
言
を
持
つ
会
員
も
多
い
だ
け
に
、
入
来
武
家
屋
敷
群
の
一
角
か
ら
発
信
さ
れ
る
こ
の
小
冊
子
が
、
い
さ
さ
か

な
り
と
も
文
化
的
な
刺
戟
と
な
り
得
れ
ば
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

「
炉
ば
た
セ
イ
談
」
生
み
の
親
と
い
っ
て
も
い
い
故
入
来
院
貞
子
氏
の
願
い
も
、
祖
霊
の
瞑
る
こ
の
入
来
の
地

で
さ
さ
や
か
な
が
ら
、
一
隅
を
照
ら
す
灯
を
点
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

（「
炉
ば
た
セ
イ
談
第
９
号
」
よ
り
転
載
。
桐
野
三
郎
氏
は
平
成
２
９
年
２
月
に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。） 

※ 

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
の
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
で
読
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。 


